
'
-
､

ゝ
ー
･奪

■

_
L

Iヽ咲古(

r
つ

ヽ
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T
-

r

&
-

S
t
o
c
h
a
s
t
i
c
P
r
o
g
r
a
m
m
l
n
g
に
つ

い
て
の
二
,
三
の
ノ

ー

ト片
岡
信
二

最
近
st
o
c
h
a
sti
c
p
r
o
g
r
a
m
m
i
n
g
な
い
し
c
h
a
n
c
e
c
o
n
s
t
r
ai
n
e
d

p
T
O
g
r
a
皿
皿
i
n
g
と
呼
ば
れ
る
数
理
計
画
法
の

一

分
野
が
問
題
に
な
っ
て

い
る

.
そ
れ
は
不
確
定
条
件
の
も
と
で
の
計
画
を
考
え
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
が
,
提
出
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
定
式
化
の
中
で
,
C
h
a
r
n
e
s-
C
o
o
p
e
r

に
よ
る
確
率
化
さ
れ
た
条
件
式
(
c
h
a
n
c
e
c
o
n
s
t
r
ai
n
t)
を
用
い
る
方

法
が
,
非
線
型
計
画
の
ア
ル
ゴ
リ
!
(
.

ム
の
開
発
と
相
倹
っ
て
そ
の
研
究
が

(
1
,
2
,
3
,
4
,
5
,
6)

盛
ん
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る

･

本
稿
で
ほ
,
文
献
5
で
取
扱
わ
れ
て
い
る
同
時
分
布
を
考
え
た
易
合
の

確
率
化
さ
れ
た
条
件
式
の
q
u
a
Si-
c
o
n
c
a
v
i
t
y
な
ど
に
つ
い
て
の
ニ
三

の
覚
え
書
を
記
し
,
最
後
に
付
録
と
し
て
,
文
献
3
に
示
し
た
方
法
に
よ

る
計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
説
明
し
た
い
と
思
う

･

1
.
条
件
式
の
確
率
化

つ
ぎ
の
よ
う
な
線
型
計
画
:

m
a
X
∬
o
,

n

∑
a
ij
X
j
≦
b
i
,
(
i
-
1
,
2
,

=
-

.

,
m)

i
-
0

(
1
)

(
2
)

J5

号
音

x
}
･≧
o

(
3
)

に
お
い
て
,
a
ij
,
b
i
が
定
数
で
あ
る
と
き
は
通
常
の
線
型
計
画
で
あ
る

が
,
そ
れ
ら
が
確
率
変
数
の
場
合

,
条
件
試
(
2
)
を
確
率
化
す
る
の
に

(
6
,
6
)

c
h
a
r
n
e
s-
C
b
o
p
e
r
の
や
り
方
と
,
こ
れ
を

一

般
化
し
た
H
i
l
l
e
r-
W
a
g
n
e
r

の
や
り
方
(
同
時
分
布
を
考
慮
し
た
方
法
)
が
あ
る

･
以
下
簡
単
の
た
め

に
確
率
変
数
ほ
す
べ
て
正
規
分
布
に
従
う
も
の
と
し
,
確
率
変
数
の
上
に

b
a
r
を
引
い
て
平
均
値
を
表
わ
し
,
q[
u]
で
確
率
変
数
u
の
標
準
偏
差

を
示
す

.
ま
た
適
当
に
相
関
も
あ
る
も
の
と
す
る

･

(
a)
C
h
a
r
n
e
s-
C
o
o
p
e
r
の
条
件
式

い
ま
ベ
ク
ト
ル
X(
x
l
,
X
2
,

-
-

,
X
n)
を
与
え
た
と
き

,
条
件
式
(
2)

の
i
番
目
の
式
は

n

P
,(
∑
a
ij
X
j
≦
b
i)

j
-
0

の
確
率
で
成
り
立
つ

.
そ
こ
で
こ
の
確
率
が
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
た
実

数
α
i(
0
≦
α
i≦
1)
よ
り
大
な
る
こ
と
を
要
請
し
て
,
条
件
式
(
2)
杏

P
,(
∑
a
iJ
X
j
≦
b
i)
≧
a
s
,

(
4
)

J

i
-
i
,
2
,

･
-
･
･
･

,
m

の
形
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り

,
確
率
論
的
な
問
題
を
決
定
論
的
な
問

題
に
直
す

.
こ
れ
が
C
h
a
r
n
e
s-
C
o
o
p
e
r
の
確
率
化
さ
れ
た
条
件
式
で
あ

る
.

(
1)
,
(
4)

,
(
3)
と
い
う
数
理
計
画
の
最
適
解
を
計
算
す
る
た
捌
こ

(
7
,
8)

ほ
い
く
つ
か
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
適
用
さ
れ
る
が

,
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

目
的
関
数
の
1
o
c
a l
m
a
xi
m
t
l
m
が
g
l
o
b
al
m
a
x
i
m
u
m
に

一

致
す
る

た
め
の
条
件
を
必
要
と
し
,
と
く
に
こ
の
場
合
条
件
式
を
g
i(
a)
≧
0
と

e
o

し
た
と
き
の
g
i(
a)
の
C
O
n
C
a
V
i
t
y
が
重
要
な
役
割
を
す
る

･

(
次
節
)
聖
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(
4)
式
を
変
形
す
る
と
,
F
(
z)
を

F
(
a)

-去
!i

e
x
p(
-%)

と
い
う
確
率
積
分
と
し
て
,

F(
姦
纂
)
≧
α

あ
る
い
は

d
y

謡
急
≧
F
-
1(
α
)

と
な
る

･
こ
こ
に
F-
l
は
F
の
逆
関
数
で
a-
i
は
(
a
ij )

ク
ー
ノ
レ
で
あ
る

.

(
5
)

の
i
行
べ

(
5)
は
α
≧
O

15
す
な
わ
ち
F-
1(
a)
≧
0
の
と
き
,

b J
i一
度
i
X
-
F-
1(
α)
q[
b
i-
a
i
X]
≧
0

(
5
,)

と
し
た
左
辺
の
関
数
は
c
o
n
c
a
v
e
と
な
り

,
上
の
条
件
に
合
っ
て
い
る

(
3
,
4
)

こ
と
が
証
明
さ
れ
る

.

(
ち
)
条
件
式
の
同
時
分
布
を
考
え
る
場
合

(
a)
の
場
合
に
は
条
件
式
の
成
立
す
る
確
率
の
下
限
α
i
を
お
の
お
の

に
1
つ
ず
つ
定
め
た
が
,
全
部
(
あ
る
い
は

一

部
)
の
条
件
式
を
ま
と
め

て
,
そ
れ
ら
が
同
時
に
成
り
立
つ
確
率
の
下
限
を
1
つ
定
め
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る

･
と
く
に
条
件
式
相
互
間
に
相
関
が
あ
る
場
合
に
は
α
`
を
別

別
に
外
か
ら
与
え
る
こ
と
は
c
o
n
si
s
t
e
n
c
y
に
欠
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
こ
れ
は
必
要
で
あ
る

.

す
な
わ
ち
,
(
2)
ほ

P
,(
a
'
x
≦
b
l
,
a
2
X
≦
b
2
,

=
･
･

,
a
m
X
≦
b
n)
≧
α
(
6
)

と
確
率
化
す
る

･
こ
の
方
法
は
n
l
il
l
e
s-
W
a
g
n
e
r
に
よ

っ
て
提
出
さ
れ
詔ヽ
}

た
･

彼
等
は
各
条
件
式
が
独
立
で
,
す
な
わ
ち
(
6)
が

P
,(
a
l
X
≦
b
l)
P
,(
a
2
X
≦
b
2)

･
･
-

-
P
,(
a
肌
X
≦
b
肌)
≧
α
(
7
)

と
書
か
れ
,
さ
ら
に
b
l
,
b
2
,

-

の
分
布
を
も
つ
)
場
合
に
(
7)

条
件
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る

.

こ
と
は
困
難
で
,
特
別
な
場
合

･
,
b
,
n
の
み
が
確
率
変
数
(
た
だ
し

一

般

の
左
辺
の
関
数
の
C
O
n
C
a
V
i
t
y
の
必
要

し
か
し

一

般
に
c
o
n
c
a
v
i
t
y
を
示
す

(
7)
の
対
数
を
と
る
こ
と
に
よ

っ
て

c
o
n
c
a
v
e
な
条
件
が
得
ら
れ
る
と
言
っ
て
い
る

.

2
･
q
u
a
si-
c
o
n
c
a
v
e
p
r
o
g
r
a
m
m
i
n
g

(
9
)

A
r
r
o
w-
E
n
t
h
o
v
e
n
は
c
o
n
c
a
v
e
な
関
数
の

一

般
化
と
し
て
q
u
a
si-

c
o
n
c
a
v
e
関
数
の
概
念
を
導
入
し
た

.
す
な
わ
ち
,
ベ
ル
ト
ル
X
の
あ

る
関
数
g(
α)
が
q
1
1
a
Si

-
c
o
n
c
a
v
e
で
あ
る
と
は

,
任
意
の
実
数
e
に

対
し
て

g
(
a)
≧
e

(
8
)

を
満
す
べ
ク
ト
ル
X
の
集
合
が
c
o
n
v
e
x
で
あ
る
と
き

,
g(
x)
は
q
u
a
si-

c
o
n
c
a
v
e
で
あ
る
と
い
う

･
あ
る
い
ほ
ま
た
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
表
現
で
き

る
.
ベ
ル
F
/
レ
x
,
x
O
が
あ
る
と
き
,
0
≦
e
≦
1
と
し
て
,

g(
a)
≧
g(
x
o)
の
と
き
g(
e
3
＋
(
1
-
e)
x
O)
≧
g(
x
O)

と
い
う
関
係
が
成
り
立
つ
な
ら
ば
g(
a)
は
q
u
a
si-
c
o
n
c
a
v
e

q
u
a
si-
c
o
n
c
a
v
e
関
数
に
つ
い
て
次
の
定
理
が
成
り
立
つ

.

3(
∬
1
,
X
2
,

-
.

･
･

,
X
m )
の
関
数
g(
3)
で

%
-

g
i
･

A
-
g
iJ

▲
､

′
.
声
∴
舌

.

I
.
七

_
､

宇
+

'

i
含

も

(
9
)

で
あ
る

.

ベ
タ
ト
ノ
レ
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I

と
お
く
と
き
,
行
列
式♪
γ
-

0
g
l
g
2
･

-
･
･
･
.
･g
,

g
l
g
l

g
. 2

g
r
g
r

g
1
2

●
=

'
1g
l
r

”
'
'
'
'
'
1
”
lg
r
r

I
ノ

r

?
,

-

を
考
え
る

.
こ
の
と
き

〔
定
理
1〕
微
分
可
能
な
関
数
g(
a)
が
x
≧
0
で
q
1
1
a
S
i-
c
o
n
c
a
v
e

で
あ
る
た
め
の
十
分
条
件
は

(
-
1)
γ
β
γ
>
0

(
1
0)

が
す
べ
て
の
3
,
お
よ
ぴ
r
-
1
,
2
,

･
･
･

･
･

,
n
に
つ
い
て
成
り
立
つ
こ
と

で
あ
る

.
(
証
明
は
文
献
9
の
P

.
7
9
7)

さ
て
,
べ
ク
[
/
レ
x
の
ス
カ
ラ

ー

関
数
を
f
(
x)
,
m
次
元
ベ
ク
ト
ル

関
数
F
(
3)
と
す
る
と
き
,
つ
ぎ
の
非
線
型
計
画

m
a
x
∫
(
刀)

∫
て
∬)
≧
o

∬
≧
0

メ
_

Iヽ戟蒔′
ヽ

t
L
)
＼
D)

に
お
い
て
,

あ
る
解
∬
o

ク
ト
ル
l
O

(
10
)

F
(
a)
≧
o
が
c
o
n
st
r
ai
n
t
q
l
l
a
li
fi
c
a
ti
o
n

(
l
l)

を
満
す
と
き
,

が
最
適
解
で
あ
る
た
め
に
は
,
こ
れ
に
対
し
て

が
あ
っ
て
,
K
u
h
n-
T
1
1
C
k
e
r
条
件
:

f
&
o
十
l
o
r
m

o

≦
0

(
f
G

O

十
l
or
3
0)
x
O
-
0

I
OI
l(
3
0)

-
0

I
O≧
0

m
次
元
ベ

(
1
2)

す
一手

f
ー

が
満
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
,
さ
ら
に
,
f
(
a)
,
Z
'(
a)
が
c
o
n
c
a
v
e

関
数
で
あ
れ
ば
,
十
分
で
あ
る
こ
と
が
K
u
h
n-
T
t
l
C
k
e
r
に
よ
っ
て
証

(
1
0)

明
さ
れ
て
い
る

.

A
r
r
o
w-
E
n
t
h
o
v
e
n
は
さ
ら
に
上
述
の
I
'(
x)
の
C
O
n
C
a
V
i
t
y
の
代

り
に
q
u
a
si-
c
o
n
c
a
v
i
t
y
を
置
い
て
も
x
O
は
(
l
l)
の
最
通
解
に
な

る
十
分
条
件
を
与
え
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
の
で
,
1

.(
b)
で
述
べ

た
確
率
化
さ
れ
た
条
件
式
の
q
1
1
a
Si-
c
o
n
c
a
v
i
t
y
に
つ
い
て
以
下
議
論

す
■る
の
が
本
稿
の
主
題
で
あ
る

.

3
.

確
率
化
さ
れ
た
条
件
式
の
C
O
n
V
e
X
i
t
y

わ
れ
わ
れ
は

一

般
に
は
条
件
式
(
6)
に
よ
っ
て
満
さ
れ
る
3
の
領
域

の
e
O
n
V
e
X
i
t
y
に
つ
い
て
考
え
た
い
の
で
あ
る
が
,
さ
し
当
り
,
次
の

2
つ
の
特
殊
な
ケ

-
ス
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る

.

(
a)
条
件
式
が
独
立
で
b
の
み
確
率
変
数
の
場
合

こ
の
と
き
,
条
件
式
は
(
7)
の
形
と
な
り

,
さ
ら
に
(
4)
と
同
じ
よ

う
な
変
形
を
行
う
と
,

F(
皆
)
F(
烏
賢
)

-
-
F(
寓
㌘
)
≧
α
(
1
3)

こ
こ
で
篇

-
y
i
と
お
き

F(
y
i)

-r
4
(
i,
d
t
,

-
C
O

少
(
i)

-

ノ 去
e 一
誓
と
お
く
と

(
1
3)
は

m

g(
y)
≡
I
I
F
(
y
i)
≧
q

i
=
1

(
1
4)

謁
～
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と
な
る

.
こ
こ
で
,
左
辺
の
g(
y)
が
y
に
つ
い
て
q
1
1
白
.Si-
c
o
n
c
a
v
e

で
あ
る
か
ど
う
か
を
見
る
た
め
に

a
g

g

∂
y
i
-
F
(
y
i)
¢
(
y
i)
,

烏
-

布
競
両
¢
(
y
i,
Q
(
y
j )
,

A
-

-

&
i"
y
i,

を
得

,
こ
れ
を
行
列
式
D
,
に
代
入
す
る

.

D
r
-

0

必
出
_
_

F
(
y
l)

幽
F
(
y
,)

こ
れ
を
変
形
す
る
と

♪
γ
-

¢
(
y
l)

¢
(
y
,)

F
(
y
1)

F
(
y
,)

y
l¢
(
y
l)
¢
(
y
l)
¢
(
y
2)
¢
(
y
l)
¢
(
y
,)

F
(
y
l)
F
(
y
l)
F
(
y
2)
F
(
y
l)
E
(
y
,)

¢
(
y
l)
¢
(
y
,)

F
(
y
1)
F
(
y
,)

1
1

-
-

-
-
･
1

_
旦
迦

1
1

1
-

-
･

1

_
也
F
(
y
,)

1

y
l
F
(
y
1)

¢
(
y
l)

g
r
＋
l
,

g
r
十
1ワ
総

0
1

1
-

p

1

1
-

･
-

1

-
p
2
0

x
C
,

‾
P
r

結
局

C
-

g
-
l

L
h

=
1 豊怒

,
o
,
p
i
-

(
1
･
怒
)

と
し
て

D
r
-(
-
1)
r(
i 9
1

P
i)( g

i去)
×
a

を
う
る

.
し
か
る
に
¢
(
y
)
十
y
F
(
y)
は
-
-
<
y
<
-
に
対
し
て
つ

ね
に
正
で
あ
る
か
ら
,
p
i
>
0
,
し
た
が
っ
て

(
-
1)
r
D
,
>
0

を
得
る

.

故
に
定
理
1
に
よ
り
,
(
1
4)
の
g(
y)
が
y
≧
0
に
お
い
て

q
l
l
a
Si-
c
o
n
c
a
v
e
と
な
る

.

(
b
)
2
つ
の
条
件
式
の
b
の
み
確
率
変
数
で
相
関
の
あ
る
場
合

こ
の
と
き
(
6)
式
はP
r(
a
l
X
≦
b
l
,
a
巳
a
7
≦
b
2)
≧
α

(
1
5)

と
な
り
,
さ
ら
に
変
形
す
る
と

P
r
旦
主
二
吐
<
車
上
二
些
互
生
二
吐
<
立
二
聖
望

q[
b
l]

=

6[
b
l]

'

q[
b
2]

=

q[
b
2]

_
_
+
_
_
_
ー
て

_
_
芦
∴
･
卓

l

､
i

～
_

､

*
&

▲

I

*
&

'

≧
α

.

㌔
-
i
せ
_
も

^

く
o
q
)
▼
■}
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r
ヽ

＼
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そ
こ
で

E(
上笥
浩
;P
)

-
r
(
b
l
b
2
の
相
関
係
数
)
と

ぁ
き
,

宝
器

-
y
l
,

b
2-
a
2
X

o
r[
b
2]

元
正
規
分
布
を
仮
定
す
れ
ば
,

(
1
5)
ほ

g(
y
l
,
y
2)

-

2
7
T
ノ
1
-
r
2

-

y
2
と
お
く
と
,
b
l
,
b
z
に
2
次

r
l

/
y岩
x
p卜

-
○
⊃

-
0
0

2(
1
-
r
2)

≧
α

と
な
る

.

忠
-

g
i
･

a%
-

g
i
J
と
し
て
,

g
l
-

遠
r

2e
x
p(
-
笥
㌍
†
d
v

1
_
y
i!
1

=

7
箭

9‾
7
弓
宗

-

4
(
y
l)
F(
醐

･

g
2
-
¢
(
y
2)

.
F

同
様
に

(
1
6)

/
ye

2

x
p(
-監
繋
)
d
v/
J
T
;
2

--
の

(
岩
男)

g
1
2
-議
示(
申
(
y
l)
¢(
晋
諾
)
＋
¢
(
y
2)¢(
鍋
)

,

g
i
l
-

-港
沖
(
賀
葦
)
＋
y
l
/
D
F(
覧
茅))

,

T

金
▲

一手
甘

g
2
2
ニ
ー讃
整
〈
r¢(
岩
等)
＋
y
2
ノ
-
F(
鍋
)

を
う
る

.
こ
こ
で

y
l
-
y

#
,

Y
2
-賢
覧

(
1
7)

と
変
数
を
換
え
る
と
,

y
l
-

#
,
y
2
-

#
(
1
8)

と
な
り
,
ま
た

蓑
繁
-蓑
努

-
e
x
p
ト
(
r
2y
1
2
＋
r
2y
2
2-
2
r
y
ly
2)
)
(
1
9)

と
な
り
,
こ
の
比
を
k
と
お
く

.

一

方
行
列
式
D
,
の
r
-
2
を
展
開
す
れ
ば

D
2
-
2
g
lg
2g
1
2-
g
1
2g
2
2-
g
2
2
g
l
l

(
2
0)

と
な
り
,
こ
れ
に
(
1
7
)
,
(
1
8)

,
(
1
9)
を
利
用
す
る
と
,

D
2
-

欝
[
2
F
(
Y
l)
F
(
Y
2)
¢
(
y
l)
¢
(
ち
)

＋
¢
(
y
l)
F
2(
Y
2)
(
r¢
(
Y
l)
＋
(
Y
2
＋
r
Y
l)
F
(
Y
l)
I

＋
¢
(
y
2)
F
2(
Y
l)
(
r¢
(
Y
2)
＋
(
Y
l
＋
r
Y
2)
F
(
Y
2)
)

_
塵
旦
迦
逝

-
J
T
二
戸
t
¢
(
Y
l)
＋
Y
I
F
(
Y
l)
)
F
(
Y
2)
(
r¢
(
Y
l)

×
F
(
F
2)
＋
F
(
Y
l)
¢
(
Y
2)
)
＋
(¢
(
Y
2)
＋
Y
2
F
(
Y
2)
)

×
F
(
Y
l)
(
r¢
(
Y
2)
F
(
Y
l)
＋
F
(
Y
2)
¢
(
Y
l)
)

と
な
る

.
し
か
る
に

]
(
2
1)

hCO
▼
■}



(

C
O
＼
⊂
)

)
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(¢
(
Y
l)
＋
Y
I
F
(
Y
l)
1
F(
Y
2)
F
(
Y
l)
¢
(
Y
乏)
＋
(
¢
(
Y
2)

十
Y
2
F
(
Y
2))
F
(
Y
l)
F
(
Y
2)
¢
(
Y
l)
≧
(
¢
(
Y
l)

＋
Y
I
F
(
Y
l))
F
(
Y
2)
F
(
Y
2)
¢
(
Y
l)
＋
(
¢
(
Y
2)

＋
Y
2
F
(
Y
2)
)
F
(
Y
l)
F
(
Y
l)
¢
(
Y
2)

(
琵
)

(
2
2)

な
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
,
(
2
1)
の
2
行
目
真
申
の
F
(
Y
l)
¢
(
Y
2)

と
下
の
F
(
Y
2)
¢
(
Y
l)
と
を
入
れ
換
え
て
,

D
2
≧
欝
【
(
¢
(
Y
l)
＋
Y
I
F
(
Y
l))
F
2(
Y
2)
¢
(
Y
l)

十
(
¢
(
Y
2)
＋
Y
2
F
(
Y
2)
)
F
2(
Y
l)
¢
(
Y
2)]
(
1
十
r)

.

し
か
る
に
¢
(
Y
)
＋
Y
F
(
Y
)
>
0
,
1
＋
r
>
0
で
あ
る
か
ら
結
局
D
2
>
0

を
う
る

.

す
な
わ
ち
(
1
6)
ほ
y
l
,
y
2
≧
0
で
q
u
a
si-
c
o
n
c
a
v
e
で
あ

る
.

(
c)
合
成
関
数
の
q
u
a
Si-
c
o
n
c
a
v
i
t
y

再
び
話
を

一

般
論
に
も
ど
そ
う

.
い
ま
g(
y)
を
べ
ク

q
l
l
a
S i-
c
o
n
c
a
v
e
関
数
で
あ
る
と
し
て
,
さ
ら
に
y
は
べ
ク

ト
ル
y
の

ト
ル
∬
の

c
o
n
c
a
v
e
関
数
と
し
,
2
つ
の
ベ
ク
ト
ル
X
,
X
O
に
対
し
て
y
-

y(
3)
,

y
o
-

y(
x
o)
が
走
っ
た
と
し
よ
う

.

こ
の
と
き
(
9)
に
よ
り
,
0
≦
β
≦
1
と
し
て
,

g
(
y)
≧
g(
y
o)
な
ら
ば
g(
e
y
＋
(
1
-
0
)
y
o)
≧
g(
y
.)

が
成
り
立
つ

.
ま
た
,
y
の
C
O
n
C
a
V
i
t
y
か
ら

y
(
O
x
＋
(
1
-
e)
x
O)
≧
e
y
(
a)
＋
(
1
-
0)
y(
x
o)

-
e
y
＋
(
1
-
e)
y
O

で
あ
る

･
も
し
g(
y)
が
ベ
ク
ト
ル
y
の
ど
の
成
分
に
対
し
て
も
単
調

非
減
少
関
数
で
あ
る
な
ら
ば
,
次
の
こ
と
が
成
り
立
つ

,

g(
y(
a)
)
≧
g(
y(
x
o)
)

な
ら
ば

g(
y(
3
0
十
(
1
-
0
)
x
O)
)
≧
g(
e
y
＋
(
1
-
e)
y
O)
≧
g(
y(
x
O)
)

.

g(
y(
3)
)

-
a
(
x)
と
お
け
ば
次
の
定
理
が
導
か
れ
る

.

(
定
理
2)
g
(
y)
が
q
1
1
a
S
i-
c
o
n
c
a
v
e
で
ベ
タ
T
/
レ
y
(
x)
の
各
成

分
が
ベ
ク
ト
ル
X
の
C
O
n
C
a
V
e
関
数
の
と
き
,
H
(
a)

-
g(
y(
a)
)

は
q
u
a
si-
c
o
n
c
a
v
e
で
あ
る

.
た
だ
し
g(
y)
は
ベ
ク
ト
ル
y
の
各
成
分

に
つ
い
て
単
調
非
減
少
関
数
と
す
る

.

こ
の
定
理
を
使
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
次
の
こ
と
を
結
論
す
る

.
さ
き
に
証

明
し
た
(
1
4)
ほ
y
≧
0
で
q
1
1
a
S
i-
c
o
n
c
a
v
e
で
あ
る
か
ら
,

b
i-
a
i
X

y
i
=

‾
古
瓦
｢

と
い
う
1
次
変
換
(
c
o
n
c
a
v
e)
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
確
率
化
さ
れ
た
条

件
式
(
1
3)
も
q
u
a
si

-

c
o
n
c
a
v
e
で
あ
る

.
ま
た
同
様
に
(
1
6)
か
ら

(
1
5)
も
q
u
a
s i-
c
o
n
c
a
v
e
で
あ
る

.

註
(
2
2)
の
不
等
式
の
左
辺
か
ら
右
辺
を
引
い
た
も
の
を
K
と
す
る
と
,

K
-
F
2(
X
l)
F
2(
X
2)‡
組
蒙
莞
㌍
-
Q
R
W
)

(
%
-
%
)

と
な
る

.

′他
方(
旦
常
う

-

F
2-
¢
2-
Y
F
4

F
2

S
l
-
F
2-
¢
2-
Y
F
9
と
串
く

_
_
▲

山

_
.

L
声
∴
阜

.
＼
_
▲

に
_

､

亨
.

,

も
舌
阜

q
〕
q
〕
ヽ･
+



r
,

妄
･
‾
-%

'

S
l

′
-

¢
(
F
＋
ア申
＋
Y
2
F
)

さ
ら
に
S
2
-
F
＋
Y4
＋
Y
2F

と
な
る

と
お
く
と

怠
一手

･f

+
_

l＼群S(

(⊃
ヽ

＼⊂
))

S
2

′
-
2(
¢
＋
Y
F
)
>
0

①
S
2

′

は
つ
ね
に
正
で
0
に
な
る
こ
と
は
な
い

･
し
た
が

っ
て
S
2
は

極
小
値
を
と
る
点
を
も
た
な
い

.
ま
た
1i
m
S
2
-
0
で
あ
る
か
ら
も
し

Y
→-

o
o

負
に
な
る
と
す
れ
ぱ
極
小
点
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

･
故
に
S
2
>
0

と
な
る

.
同
様
に
し
て
つ
ね
に
S
l

′

>
0
,
1
i
m
S
'

-
0
故
に
S
l
>
0

･

ア
→-

c
o

以
上
よ
り

g
i
f
2
j
A
は
単
調
増
加
洞
掛
こ婁宍

は
単
調
減
少
で
あ
る

･

F
(
Y
)

従
っ
て
,
K
は
正
と
な
る

.
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献
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c
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P
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p
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.
B

･
P
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s

(
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何
錠
H
I
P
A
C
-
1
0
1
計
算
機
に
よ
る
st
o
c
h
a
st
i
c
p
r
o
g
r
a
m
mi
n
g

の
計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム

1
.
問
題
文
献
3
に
お
い
て
示
し
た
st
o
c
も･
a
s
ti
c
p
r
o
g
r
a
m
m
i
n
g
,

n

m
a
x
∑
p
]
x
j
-
q
ノ
評
拓

j
=
1∑
a
i
j
X
j
妻
b
i
,
i
-
1
,

･
･
.
･
･
.

,
m

C
)

Q
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■ヽ
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D
)
≧
O
i
-
1
,

･
･
-

-

,
n

の
H
I
P
A
C

-1
0
1
に
よ
る
計
算
ブ
ロ
グ
ラ
ム
を
説
明
す
る

.

2
･

方
法
目
的
関
数
を

m
a
x
2
:
p
j
X
j
-
q (
∑
.
v
i
j
X
i)/
R
と
い
う
2

J
I
,
J

次
関
数
と
し
,
R
を
正
の
パ
ラ
メ

ー

タ
に
と

っ
て
W
o
l
f
e
の
方
法
に
よ

-
て
等
価
な
線
型
計
軌
こ
直
し
て
解
く

.
そ
の
解
よ
り
ノ
∑
盲
示
諒
㌻
を

計
算
し
R
と
等
し
け
れ
ば
止
*
･
等
し
く
か
ナ
れ
ば
そ
の
ノ
右
前
‾

を
新
し
く
R
と
し
て
こ
れ
を
繰
り
返
え
す

.

3
･
言
語
S
I
P
,
1
6
2
7
短
語

.

ー
-
･･････-･
m
-

･
一
ー

3
i

u
i -

+Ⅴ

†
n
2
,

11

4
･
デ

ー

タ
デ

ー

タ
は
次
の
順
序
で
パ
ン
チ
す
る

.
Ⅰ
と
あ
る
の
は

整
数
型
を
示
す

.
他
は
す
ぺ
て
1
よ
り
小
さ
な
小
数

.
×
×
×

-
･
･
･
×

.

で
あ
る

･
真
に
は
読
み
込
ま
れ
る
ぺ
き
行
列
の
大
き
さ
,
数
値
,
変
数
名

が
示
さ
れ
て
い
る

.

第
1
群
:

(
1
)
m
=
未
知
数
∬
J
の
数
(
Ⅰ)

,
(
2
)
M
‥
m
＋
条
件
式
の
数
n

(
Ⅰ)

,
(
3
)
N
:
m
＋
n
＋
m
＋
(
a
i
J
≧
b
i
の
条
件
の
数
i-
)
(
Ⅰ)

,
(
4
)

表
の
中
の
数
値
全
体
の
S
C
al
e
f
a
ct
o
r
,
(
5
)
誤
差
判
定
用
の
小
さ
な
正

n
-

→
ー
-
m
l

u
f
o

u
i
＋

w
J
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Z
i-

p
j

L
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v
i
O

z
i
＋

P
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P
j
‾
V
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-
a
i
j
＋
*
a
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O
*
a
i
j

J

-
1

0

-

1

0

_
_
J
l

0

1

0

0

1

0

b
i
-

a
i
r

a
i
J
O

a
ij
'

1

1

0

1

1

b
i
O

0
0

1

1

b
i
＋

1

Z
i

1

+
～/
声

ー_
患

,

▲
L

_
､

亨
+

,

i
せ

葺
こ

Qa
)
ヽ･
1



｢
′
＼

主
-

J

一手
●

+
+ドヽ

媒甚

(I
･･
+

h〉

の
数
,
(
6
)
最
大
繰
り
返
ち
し
数
(
Ⅰ)

,
(
7
)
q
の
債

第
2
群
:
変
数
の
番
号

･

条
件
式
を
3
種
類
に
分
け
∑
a
ij
X
j
≧
b
i
を
i‾
,
∑
a
ij
X
i
-
b
i
を
i
O

,

∑
a
ij
3
;j
≦
b
i
を
i
'
と
し
,
そ
れ
ら
に
対
応
し
て
ラ
グ
ラ
ン
ジ

ュ
乗
数

n
i -
,
u
f
o
,
u
i
'

を
と
る

.
変
数
の
番
号
は
①
x
J
に
1
-
m
,
u
i
に

m
＋
1

-
r
n
十
n
を
つ
け
る

.
④
w
j
に
は
1
0
1
-
1
0
0
十
m
,
z
i
'
に
は

u
i
･
に
つ
け
ら
れ
た
番
号
十
1
0
0
と
な
る
よ
う
に
す
る

･
(
こ
れ
は
W
ol
f
e

の
シ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
法
で
3
j
と
w
j
,
Z
i
'
と
u
i
'
が
同
時
に
基
底
に

な
ら
な
い
た
め
)

.

④
人
為
変
数
p
j
,
i
,i -
,
i
,i
O
に
は

-
1
,
1
2
,

=

,

を
つ
け
る

.
④
z
i -
に
は
適
当
な
番
号
(
た
だ
し
他
と
1
0
0
の
差
の
な

い
も
の
)
を
つ
け
る

.
デ

-

タ
の
パ
ン
チ
は
次
の
順
序
に
す
る

.

①
基
底
の
番
号
(
Ⅰ)

㊤
他
の
変
数
の
番
号

第
3
群
:
行
列
の
数
値

適
当
に
S
C
al
e
f
a
c
o
r

ス
最
小
2
個
以
上
と
り
,

i
L
j
,
叫
｢
,
J,
i
O

,
z
i
'

,
合
計
M
個

(
Ⅰ)
x
j
,
u
i
,
W
i
,
Z
i -
,
合
計
N
個

(
す
べ
て
小
数
形
)

を
か
け
た
数
値
を
表
の
P
l
か
ら
横
に
ス
ぺ

-

最
後
の
Z
i -
の

"

0
”

ま
で
M
x
N
個
打

つ
.

以
上
で
デ

ー

タ
は
終
り
,
テ

ー

プ
は
繰
り
返
え
し
の
便
宜
上
輪
に
し
て

J
?

!
■

T

/専
･{

l

お
く

.
な
3
b
･

,
M
x
N
≦
1
0
0
0
で
あ
る

.

5
.

計
算
例
文
献
3
に
上
げ
た
数
値
例
を
計
算
し
た
結
果
は
次
表
に

示
す

.

q
-
2

.3
2
3
と
し
,
ま
ず
R
の
初
期
値
を
1
と
し
て
は
じ
め
る
と
,

｢
忘
‾1
‾‾‾‾
R

x
I

X
2

ノ
雪
面
打

1
1

.0
.3
3
0
7

.1
4
2
5

1
. 4
7
0

2
1

.4
7
0

. 4
8
6
0

.2
0
9
4

2
.1
6
0

3
i
2

･1
6
0

･ 7
1
4
3

･3
0
7
9

3
･1
7
4

2
0

7
.2
7
4
5
5
0

.8
8
9
6
5
3
9
1

.2
2
0
6
9
2

7
.2
7
4
6
5
0

計
算
値l

･8
8
9
7

1
,2
2
0
6

7
･2
7
4

x
l
-
3
3
0
7
,
x
2
-
1
4
2
5
と
な
り
,
順
次
繰
り
返
え
し
て
2
0
回
目
に
は
手

計
算
の
計
算
値
に
大
体
収
束
す
る

.
由
の
応
用
例
に
つ
い
て
は
別
に
述
べ

る
.
最
後
に
計
算
機
を
使
わ
せ
て
載
い
た
産
業
経
営
研
究
所
に
謝
意
を
呈

す
る

.

(
一

橋
大
学
助
教
授
)

ヽ
1

O
)
ヽ
}




